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２ 市が大事にしたいこと

３ 市の現状について

４ 市の課題について
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１ ごみ処理の問題



４１ ごみ処理の問題

武蔵野市一般廃棄物処理基本計画（令和元年度～令和10年度）の基本理念

環境負荷の少ない省エネルギー・省資源型の
持続可能な都市を目指す。

市民・市民団体・事業者・行政の連携の再構築

出典：武蔵野市一般廃棄物処理基本計画（R１）pp.12-13

武蔵野市一般廃棄物処理基本計画（令和元年度～令和10年度）の基本方針



１ ごみ処理の問題 ５

環境問題とSDGs

地球温暖化、気候変動、資源の枯渇、
生物多様性の危機に直面している。

ごみ処理は多くのエネルギーがかかる。

ごみの発生を可能な限り抑制すること
が必要。

出典：武蔵野市一般廃棄物処理基本計画（R１）pp.12-13



１ ごみ処理の問題 ６

二ツ塚最終処分場の問題

二ツ塚最終処分場は平成10年の搬入開始
以降５年間で約３割が埋め立てられた。

満杯になると、次の最終処分場を確保できる
見込みはない。

可能な限り使うため、現在は焼却灰を全量
エコセメント化している。

最終処分場を有効活用するため、ごみの発
生抑制・資源化が求められる。

出典：事業概要 （R3）pp.65-67 



１ ごみ処理の問題 ７

クリーンセンターの設置背景

昭和30年、三鷹市と共同でごみ処理を行う。

昭和５３年、武蔵野市のクリーンセンターの設置が
検討される。

昭和59年、武蔵野クリーンセンター稼働開始。

現在、稼働してるのは市民の皆様のご協力のおかげ。

地域住民に配慮した安全な稼働の継続が求められ
ている。

出典：事業概要 （R3）p.39 :武蔵野市一般廃棄物処理基本計画（R1）pp.62-63
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２ 市が大事にしたいこと



２ 市が大事にしたいこと ９

・ごみの減量には３Rの推進が不可欠

リデュース
（発生抑制）

リユース
（再使用）

リサイクル
（再資源化）

出典：経済産業省



1０２ 市が大事にしたいこと

リデュースとは

製品をつくる時に使う資源の量を
少なくすることや廃棄物の発生を
少なくすること。

出典：３R推進協議会



１１２ 市が大事にしたいこと

リユースとは

使用済製品やその部品等を繰り
返し使用すること。

出典：３R推進協議会



１２２ 市が大事にしたいこと

リサイクルとは

廃棄物等を原材料やエネルギー
源として有効利用すること。

出典：３R推進協議会



１３２ 市が大事にしたいこと

リデュース

リユース

リサイクル

こ
の
順
番
で
行
う
こ
と
が
重
要
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３ 市の現状について



１５市の現状

武蔵野市の家庭ごみの分別区分
燃やすごみ

市
指
定
袋
で
排
出

燃やさないごみ

市
指
定
袋
で
排
出

粗大ごみ

危険・有害ごみ

びん

缶

ペットボトル古紙類

古着

プラスチック製
容器包装



１６市の現状

武蔵野市の家庭ごみのゆくえ①

こちらの冊子をご覧ください

※一部ごみの名称が昔のままですのでご了
承ください。
「有害ごみ」➝「危険・有害ごみ」

また、ごみの収集量の最新の統計（令和2
年度実績）については、「令和3年度版 事
業概要」の4ぺージをご覧ください。



１７市の現状

武蔵野市の家庭ごみのゆくえ②

こちらの冊子をご覧ください

※一部ごみの名称が昔のままですのでご了
承ください。
「その他プラスチック製容器包装」

➝「プラスチック製容器包装」

また、ごみの収集量の最新の統計（令和2
年度実績）については、「令和3年度版 事
業概要」の4ぺージをご覧ください。



１８市の現状

武蔵野市の家庭ごみのゆくえ③

こちらの冊子をご覧ください

※ごみの収集量の最新の統計（令和2
年度実績）については、「令和3年度版
事業概要」の4ぺージをご覧ください。



１９市の現状

通常収集以外では…

拠点回収

集団回収

回収品目：牛乳パック、小型家電
➝公共施設にて回収ボックスを設置

回収品目：古紙、古着、缶
➝登録団体には補助金を交付している



２０市の現状

武蔵野市民の1人1日あたりのごみ排出量（令和2年度）
可燃 不燃 資源 粗大 危険・有害 計

401.0ｇ 23.6ｇ 201.3ｇ 32.4ｇ 1.9ｇ 660.3ｇ

参考：多摩地域（26市３町１村）での比較
比較の前に…ごみ焼却場の焼却能力の違い等により、特に革・ゴム・プラスチック等の材質のごみにおいて「可燃」に分けるか「不燃」に

分けるか自治体によって異なるため、単純な比較が困難。 ➝「可燃」と「不燃」の合計（以下、「可不燃」）で比較

可不燃 資源 粗大 危険・有害 計

武蔵野市 424.6ｇ 201.3ｇ 32.4ｇ 1.9ｇ 660.3ｇ

平均値 452.6ｇ 166.1ｇ 16.5ｇ 1.2ｇ 599.5ｇ

最小値 350.7ｇ 99.4ｇ 2.6ｇ 0.8ｇ 553.1ｇ

武蔵野市の順位
（量が少ない順）

16位／30位 21位／30位 26位／30位 25位／30位 23位／30位

・可不燃ごみより資源物の排出量が多い。
・武蔵野市民のごみの排出量は多摩地域の平均より高いといえる。

出典：多摩ごみ実態調査 2020（令和２）年度統計



２１市の現状

ごみ処理経費（令和2年度）

21

出典：令和3年版事業概要 廃棄物の抑制・再利用と適正処理

＊ 処理量 4万3267ｔ

＊ キログラムあたりの経費 64円/㎏

市民一人あたりの経費 年間1万8758円
※ごみ処理費用の負担の公平化や一人ひとりの意識向上を図るため、平成16年10月より家庭ごみ（燃やすごみ・燃やさない
ごみ）を有料化

＊ 収集・運搬費 16億 461万円

＊ 中間処理（クリーンセンター運営）費 7億5870万円

＊ 最終処分費（負担金） 3億3388万円

＊ 減量・資源化対策費 7316万円

ごみ処理経費計 年間27億7034万円



２２市の課題

４ 市の課題について



２３市の課題

ごみの減量の推進
＊ 武蔵野市民の１人１日あたりのごみ排出量は約６６０.３ｇ。

＊ 新型コロナウイルスによる生活様式の変化や、感染防止のための使い捨てのもの
のごみによる影響は、今後も続く。

＊ 市では、平成２２年より「武蔵野ごみチャレンジ６００グラム」を目標にしている。

＊ 人口推計によると、今後も人口は増加する見込みなのでごみ量も
増える可能性は高いが、市民１人ひとりの意識の向上で、ごみ量
を減らしていくことが出来る。

＊ リデュース➝リユース➝リサイクルの優先順位で行っていく
ことでごみの減量につながる。



２４市の課題

国の動向

◆プラスチック対策について◆
「プラスチックに係る資源循環の促進等に係る法律」（令和３年法律第６０号）

➝海洋プラスチックごみ問題、気候変動問題等に対応するため、プラスチックに関し包括的に資源循環
体制を強化する必要があることから制定。

・プラスチック廃棄物の排出の抑制、資源化に関する環境配慮設計

・プラスチック廃棄物の分別収集、自主回収、資源化 等

◆ 食品ロス削減について ◆
「食品ロスの削減の推進に関する法律」（令和元年法律第１９号）

➝多様な主体（行政、事業者、消費者等）が連携して食品ロスの削減を推進するために制定

・「市町村食品ロス削減推進計画」を定めるよう努める（第１３条）

・消費者、事業者等が食品ロス削減について理解と関心を深め、取り組めるよう、
啓発を行う（第１４条）



２７

ご視聴ありがとうございました。


